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（午後 ４時００分）

〇議長（佐藤忠吉） 予算審査特別委員会での長期間のご審議、大変ご苦労さまでした。

ただいまの出席議員は10名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから第７日

目の議会定例会を開会いたします。

直ちに会議を開きます。

日程に入る前に、名村肇議員から欠席届が提出されております。やむを得ない状況と認め受

理したところでありますので、報告いたします。

〇議長（佐藤忠吉） 、発議第１号 真室川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定に日程第１

ついてを議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。佐藤正美君。

（ ） 、 、 、〇８番 佐藤正美 佐藤一廣議員 髙橋保議員の賛同を得まして 発議第１号を提出するに当たり

提案理由の説明を申し上げます。

地方分権の確立が望まれる中、地方行政の多様化、専門化とともに、議会活動の充実と効率

化が強く求められていることから、より一層適正かつ民主的な議会運営を図るため提案するも

のであります。

各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

提案理由の説明を終わります。

〇議長（佐藤忠吉） これより質疑を求めます。質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） なしと認め、質疑を終わります。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） なしと認め、討論を終わります。

これより本案を採決いたします。

お諮りいたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。

〇議長（佐藤忠吉） 、予算審査特別委員会付託事件の報告についての件を議題とします。日程第２

本案について委員長より報告を求めます。予算審査特別委員長、佐藤正美君。
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〇予算審査特別委員長（佐藤正美）

特 別 委 員 会 審 査 報 告 書

本委員会は、平成24年３月８日に付託された下記事件を審査した結果、次のとおり決定した

ので会議規則第77条の規定により報告いたします。

記

１．事件名

議案第17号 平成24年度真室川町一般会計予算

議案第18号 平成24年度真室川町国民健康保険特別会計予算

議案第19号 平成24年度真室川町後期高齢者医療特別会計予算

議案第20号 平成24年度真室川町介護保険特別会計予算

議案第21号 平成24年度真室川町立真室川病院事業会計予算

議案第22号 平成24年度真室川町水道事業特別会計予算

議案第23号 平成24年度真室川町公共下水道事業特別会計予算

議案第24号 平成24年度まむろ川温泉梅里苑事業特別会計予算

２．審査月日

平成24年３月８日（第１日目） 委員長・副委員長の互選

平成24年３月12日（第２日目） 付託事件審査

平成24年３月13日（第３日目） 付託事件審査

平成24年３月14日（第４日目） 付託事件審査・結審

３．審査結果

議案第17号・第18号・第19号・第20号・第21号・第22号・第23号・第24号は、原案のと

おり可決となりました。

以上、審査結果についてはご報告申し上げましたが、予算審査特別委員会における審査の過

程におきまして、質疑された項目をご報告申し上げます。

議案第17号、一般会計については、国政が不透明の中で予算の編成に苦慮されたことと思い

ます。今年度予算執行に当たり、税収の確保を最重要課題として、現年度分課税や滞納繰り越

し分の徴収に努力をしていただきたいと思います。また、国、県の重要施策でもある新エネル

ギー政策の活用について審議が集中したようであります。我が町に見合った資源の利活用によ

るエネルギー政策に取り組んでいただきたい。次に、町として深刻な人口減少問題に歯どめを

かける施策として、結婚応援事業に関して真剣に取り組んでいただきたい。また、住環境整備

、 。の推進に関して 下水道整備とあわせて合併浄化槽の普及推進になお一層努めていただきたい

投資的事業では、新規事業が37事業となっており、それらの執行に当たっては投資効果を常に

検証しながら事業執行をしていただきたい。
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、 、 、 、 、 、 、 、議案第18 19 20 21号は 医療 福祉 ４会計でありますが 少子高齢化が進行する中で

。 、各会計の健全化の維持は最大の課題と思われます 特に議案第20号の介護保険会計については

改正年度ということと介護受給者の増加によって保険料の引き上げとなりましたが、保険給付

費の増加は町民負担の増加となり、大きな負担を強いることとなります。介護予防等の強化に

より介護保険給付費の抑制に努力していただきたいと思います。

議案第22、23号につきましては、水道及び下水道会計は本来事業収益をもって運営すること

となっているわけでありますが、年数を経過している水道事業の給水施設は維持、補修が必要

であり、多額の工事費が必要と思いますが、維持、補修については最大のコスト削減に努めて

いただきたい。

議案第24号、梅里苑会計においては、遊楽館の運営を切り離した梅里苑の単体経営となった

ようでありますが、今年度は7,900万の改修費を計上して、施設や経営の刷新を図るようであ

ります。今後従来の赤字経営から脱却が図れますよう努力をしていただきたいと思います。

これらのことから一部会計におきまして予算編成をするに当たり、事業の優先順位を明確に

し、十分精査の上、編成すべき点があったことをご指摘いたします。

以上、今年度予算が着実に執行され、町民の生活環境と福祉向上に寄与することを望み、委

員長報告といたします。

〇議長（佐藤忠吉） それでは、ただいまの予算審査特別委員長報告に対する質疑を求めます。質疑

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） なしと認め、質疑を終わります。

これより討論に入ります。

本案に対する討論はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） なしと認め、討論を終わります。

これより採決に入ります。

お諮りいたします。議案第17号から議案第24号までの計８議案に対し、一括して採決するこ

とにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、これより本案を一括して採決いたします。

ただいまの予算審査特別委員長の報告は、議案第17号から議案第24号までの計８議案は可決

であります。

お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり可決することにご異議ありませんか。
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（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、議案第17号、18号、19号、20号、21号、22号、23号、24号の計８議案は原案のとお

り可決されました。

〇議長（佐藤忠吉） 、閉会中の所管事務調査の件の報告についての件を議題とします。日程第３

総務文教常任委員長、産業福祉常任委員長の両常任委員長から会議規則第77条の規定によっ

て調査報告書が届いております。

代表いたしまして、総務文教常任委員長より報告を求めます。総務文教常任委員長、佐藤一

廣君。

〇総務文教常任委員長（佐藤一廣）

真室川町議会議長 佐 藤 忠 吉 殿

総務文教常任委員長 佐 藤 一 廣

産業福祉常任委員長 髙 橋 保

所管事務調査報告

平成23年６月第２回定例会において付託された両常任委員会所管にかかわる調査を下記のと

おり実施したので、その結果を会議規則第77条の規定により報告いたします。

記

１ 調査事項

最上管内先進地視察研修

（１）実 施 日 平成23年11月19日

（２）目 的 委員の資質向上を図り識見を高めるための先進地視察研修

（３）調査箇所 最上町「バイオマスエネルギーの利活用状況」

舟形町「マッシュルーム栽培、子育て支援住宅、雪室実験棟」

新庄市「萩野地区もち加工組合」

（４）調査結果 別紙のとおりでありますので、割愛をさせていただきます。

以上です。

〇議長（佐藤忠吉） ただいまの委員長報告に対し、質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） なしと認め、質疑を終わります。

これをもって閉会中の所管事務調査事件の報告を終わります。

〇議長（佐藤忠吉） 、議会広報調査特別委員会の閉会中の継続調査についての件を議題と日程第４
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します。

議会広報調査特別委員長より、会議規則第75条の規定によって閉会中の継続調査の申し出が

、 。 、届いておりますので 議会広報調査特別委員長より説明を求めます 議会広報調査特別委員長

大友又治君。

〇議会広報調査特別委員長（大友又治）

真室川町議会議長 佐 藤 忠 吉 殿

議会広報調査特別委員長 大 友 又 治

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中に継続調査を要するものと決定した

ので、会議規則第75条の規定により申し出ます。

記

１．事 件 名

議会広報調査及び議会だより第118号の編集、発行について

以上でございます。

〇議長（佐藤忠吉） お諮りいたします。

議会広報調査特別委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、委員長の申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。

〇議長（佐藤忠吉） 、真室川町議会改革調査特別委員会の閉会中の継続調査についての件日程第５

を議題とします。

議会改革調査特別委員長より、会議規則第75条の規定によって閉会中の継続調査の申し出が

、 。 、届いておりますので 議会改革調査特別委員長より説明を求めます 議会改革調査特別委員長

佐藤一廣君。

〇議会改革調査特別委員長（佐藤一廣）

真室川町議会議長 佐 藤 忠 吉 殿

議会改革調査特別委員長 佐 藤 一 廣

閉会中の継続調査申出書

本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中に継続調査を要するものと決定した

ので、議会会議規則第75条の規定により申し出ます。

記
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１．調 査 事 項

議会の改革並びに活性化に関する事務調査

（１）期 間 平成24年４月から６月の期間中

（２）内 容 県内先進地議会への視察

（３）調査委員 本委員会所属委員全員

以上であります。

〇議長（佐藤忠吉） お諮りいたします。

議会改革調査特別委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、委員長の申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。

〇議長（佐藤忠吉） 、委員派遣承認要求についての件を議題といたします。日程第６

お諮りいたします。議会改革調査特別委員長から、会議規則第74条の規定によってお手元に

配りました委員派遣承認要求のとおり派遣することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

、 。よって 議会改革調査特別委員長の派遣承認要求のとおり派遣することに決定いたしました

〇議長（佐藤忠吉） 、議員派遣についての件を議題といたします。日程第７

事務局より議員派遣について朗読させます。

〇議会事務局長（阿部千代子） それでは、読み上げまして説明とさせていただきます。

平成24年度議員派遣について

次のとおり議員を派遣する。

項目、期日、場所の順で申し上げます。

１、全国・県・郡内議員研修であります。

初めに、

（１ 、全国町村議長会研修）

第37回町村議会議長・副議長研修会、５月29日から30日、東京都メルパルクホール

第56回町村議会議長全国大会、11月14日から15日、東京都ＮＨＫホール

（２ 、山形県町村議会議長会研修）

第29回町村議会広報研修会、５月23日、山形市国際交流プラザ
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山形県・秋田県・岩手県合同町村議会議長・事務局長中央研修会、８月22日から23日、

東京都全国町村議員会館

町村議会議員研修会、10月15日、山形市国際交流プラザ

（政務活動）の分でございます。

知事を囲む市町村自治振興懇談会、５月21日、山形グランドホテル

県関係国会議員との懇談会、８月22日から23日、東京都グランドアーク半蔵門

（３ 、最上地方町村議会議長会研修等）

最上地方町村議長会例会は随時でございまして、総合開発センターで行われます。

議長研修会（県外視察研修 、11月中でありまして、場所は未定でございます。）

町村議会議員研修会、10月、また未定でございます。

庄内地方町村議長会との合同会議、11月中、これは庄内地方でございます。

議長・副議長合同会議、２月で、場所は未定でございます。

２ 上記以外の派遣・その他他団体からの要請による派遣についてはすべて議長に委任する｡、

３、閉会中における常任委員会等の所管事務調査・付託事件審査の期間設定以外の事項につ

いては、その都度委員会ごとに提出し、議決を得る

以上でございます。

〇議長（佐藤忠吉） お諮りいたします。

議員派遣の件につきましては、議会会議規則第121条の規定によってお手元に配付いたしま

した平成24年度議員派遣のとおり、全議員を派遣したいと思います。

なお、派遣期間、派遣場所、派遣議員等の変更については議長に一任願いたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（佐藤忠吉） 異議なしと認めます。

よって、議員派遣についてのとおり派遣することに決定いたしました。

〇議長（佐藤忠吉） 、議会改革調査特別委員会の中間報告を求めます。議会改革調査特別日程第８

委員長、佐藤一廣君。

〇議会改革調査特別委員長（佐藤一廣）

真室川町議会議長 佐 藤 忠 吉 殿

議会改革調査特別委員長 佐 藤 一 廣

特別委員会中間報告

本委員会は、平成22年３月第１回定例会において付託された事件を調査途中でありますが、

下記のとおり中間報告をいたします。
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記

１．調 査 目 的

議会活性化並びに議会改革について幅広い見地から調査研究を行うため

２．調 査 経 過

本委員会は、みずからの議会運営について方向性を見出すべく、設置以来別紙

のとおり委員会等を開催し、慎重に調査研究を行ってきました。

３．調 査 概 要

別紙、調査中間報告書のとおりでありますので、割愛をさせていただきます。

以上でございます。

（ ） 、 。〇議長 佐藤忠吉 以上をもって本定例会に付託された事件はすべて議了いたしました日程第９

よって、平成24年第１回真室川町議会定例会は、これをもって閉会といたします。

大変ご苦労さまでした。

（午後 ４時２３分）


